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トウモロコシの宿主情報 

 

 

（１）分類学上の位置付け及び自然環境における分布状況 

① 和名、英名及び学名 

和名：イネ科 トウモロコシ属 トウモロコシ 

英名：corn, maize 

学名：Zea mays subsp. mays (L.) Iltis 

 

② 国内及び国外の自然環境における自生地域 

トウモロコシの野生種と見られる植物は現存せず（山田, 2001a）、国外の

自然環境におけるトウモロコシの自生は報告されていない。 

なお、トウモロコシの起源に関与すると考えられる近縁種として、トウモ

ロコシと交雑可能な Zea 属のテオシントと Tripsacum 属のトリプサクムの

存在が知られている（OECD, 2003）。テオシントとトリプサクムはメキシコ

とグアテマラ等に広範囲に自生しており、トリプサクムはさらに米国東部、

南部から南米でも認められている（山田, 2001b; OECD, 2003）。 

我が国の自然環境下において、トウモロコシ及びその近縁種の自生につい

て報告はない。 

 

 

（２）使用等の歴史及び現状 

① 国内及び国外における第一種使用等の歴史 

トウモロコシの原産地がアメリカ大陸であることは間違いないが、その栽

培起源地域については諸説あり、米国南西部、メキシコ及び中央アメリカの

複数地域説、メキシコと南米の複数地域説、メキシコとグアテマラの複数地

域説及びメキシコ南部単独説がある（OECD, 2003）。考古学的検証に基づく

と、最初にトウモロコシの利用が始まったのは紀元前 7000～5000 年頃であ

り、紀元前 3400 年頃には栽培が始まったと考えられている（戸澤, 2005）。

また、南北アメリカ大陸の各地に伝播して栽培される過程で、デント種、ポ

ップ種、スイート種、フリント種のような変異種が生じたと考えられる（山

田, 2001a; 戸澤, 2005）。1492 年のコロンブスのアメリカ大陸到達後、コロ

ンブスによってスペインを通じてヨーロッパに導入され、その後、中東、ア

フリカ及びアジアの各地域に伝播した。 

我が国へは 1573～1591 年頃にポルトガル人によって長崎へ伝えられたフ

リント種が最初とされ、主に関東以南の山間地で栽培が行われていた。また、

明治時代になって北海道へ米国からデント種とフリント種が新たに導入さ
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れ、全国的に栽培が普及した（戸澤, 2005）。 

 

② 主たる栽培地域、栽培方法、流通実態及び用途 

ａ 主たる栽培地域 

現在、トウモロコシは、北緯 58 度から南緯 40 度に至る範囲で栽培可能

であり、米国、中国、ブラジル、アルゼンチン及びヨーロッパ諸国等を中

心に、全世界で広く栽培されている（戸澤, 2005; OECD, 2003）。 

国連食糧農業機関(FAO)によると、2022 年における全世界のトウモロ

コシの栽培面積は約 2 億 347 万 ha であり、上位国は、中国 4,307 万 ha、

米国 3,205 万 ha、ブラジル 2,104 万 ha、インド 996 万 ha、アルゼンチ

ン 877 万 ha である（FAO, 2024）。 

現在、我が国で栽培されているトウモロコシには、統計上、飼料用青刈

りデントコーンと生食用スイートコーンがあり、2022 年の作付面積は、青

刈りデントコーンは約 9 万 6,300 ha（農林水産省, 2023a）、スイートコー

ンは約 2 万 1,300 ha である（農林水産省, 2023b）。 

 

ｂ 栽培方法 

米国をはじめとする海外の主要栽培国では、大型機械を利用した大規模

栽培が行われている。 

一方、我が国では、飼料用トウモロコシを中心に栽培が行われており、

慣行栽培法は次のとおりである。 

北海道から九州に至る慣行播種期は 4 月中～下旬から 5 月中～下旬が最

も多い。適正栽植密度は 10 a 当たり 6,000～8,000 本である。中耕、除草、

土寄せは一連の作業で行い、生育初期に 2～3 回行う。収穫期は 9 月下旬

から 10 月下旬で、関東や西南暖地ではやや早く、北海道や東北、東山では

やや遅い（瀧澤, 2001）。 

なお、国内主要種苗メーカーの品種リストに基づくと、現在、栽培用と

して市販されているトウモロコシ種子のほとんどは、海外から輸入された

一代雑種(F１)品種であり、収穫種子を翌年に栽培用として播種することは

一般的でない。 

 

ｃ 流通実態及び用途 

世界第一のトウモロコシ生産国である米国では、その大部分がアイオワ

州、イリノイ州、ネブラスカ州及びミネソタ州を中心としたコーンベルト

と呼ばれる地域で栽培されている。2022 年の米国におけるトウモロコシの

利用用途の内訳は、46.2%が飼料（8.3%の蒸留粕を含む）、29.6%がエタノ

ール製造、13.8%が輸出で、残りはコーンシロップ等の食品製造であった

（NCGA, 2023）。 
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我が国では、2022 年に約 1,527 万トンのトウモロコシを輸入しており、

そのうちの約 1,145 万トンは飼料用であり、残りは食品・工業用及び栽培

用と考えられる（財務省, 2024）。なお、飼料用トウモロコシの大部分は、

配合・混合飼料の原料として利用されている（農林水産省, 2024）。 

また、飼料用トウモロコシは、発芽可能な状態で輸入されるものが多い

が、関税制度の下、加熱・圧ぺんすること等が義務づけられている（農林

水産省, 2014）。 

 

（３）生理学的及び生態学的特性 

イ 基本的特性 

 

 － 

 

ロ 生息又は生育可能な環境の条件 

トウモロコシは、長い年月の間に栽培植物として馴化された結果、自然条

件下における自生能力を失った作物である（OECD, 2003）。 

トウモロコシ種子の発芽の最低温度は 10～11℃、最適温度は 33℃とされ

ている。実際に播種されるのは 13～14℃以上である（中村, 2001a）。 

品種や地域によって栽培時期は多少異なるが、主に春に播種されて秋に収

穫される一年生の作物である（瀧澤, 2001）。 

また、トウモロコシはもともと短日植物であり、その感光性（日長反応性）

は晩生種ほど敏感で、早生品種ほど鈍感である（柿本ら, 2001）。 

これら温度条件等の他、トウモロコシは吸水により種子重が乾燥重の 1.6

～2.0 倍になったときに幼根（初生根又は種子根）が抽出し、子実発芽となる

（戸澤, 2005）。また、トウモロコシの栽培は腐植に富む土壌が適し、pH 5.0

～8.0 の範囲で栽培可能である（戸澤, 2005）。 

 

ハ 捕食性又は寄生性 

 

 － 

 

ニ 繁殖又は増殖の様式 

① 種子の脱粒性、散布様式、休眠性及び寿命 

完熟した種子は雌穂の苞皮で覆われており、脱粒しない。 

トウモロコシは長い間栽培植物として利用してきた過程で、自然条件下

における自生能力を失っており、その種子を分散させるためには人間の仲

介が必要である（OECD, 2003）。 

種子の休眠性は知られていない。種子の寿命は、主に温度と湿度によっ
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て左右され、低温乾燥下では長く、高温多湿下では短い（戸澤, 2005）。氷

点下の気温は種子の発芽に悪影響を与え、トウモロコシ種子生産に影響を

及ぼす主要な要因となっている。また、45℃以上の気温も種子の発芽に悪

影響を及ぼすことが報告されている（Wych, 1988）。 

さらに、収穫時に雌穂又は種子が地上に落下しても、土壌温度が 10℃に

達し、適度な水分条件を伴うまで発芽しないため、その多くが自然状態で

は腐敗し枯死する（菊池, 1987; 中村, 2001a）。また、仮に発芽しても生

長点が地上に出た後は 6～8 時間以上 0℃以下の外気にさらされると生存

できない（OECD, 2003）。子実の活力を 6～8 年保存するには、子実水分

12%、温度 10℃、相対湿度 55%以内に保つことが必要である（中村, 2001a; 

OECD,  2003）。 

 

② 栄養繁殖の様式並びに自然条件において植物体を再生しうる組織又は器

官からの出芽特性 

トウモロコシは栄養繁殖せず、種子繁殖する。自然条件において植物体

を再生しうる組織又は器官からの出芽特性があるという報告はない。 

 

③ 自殖性、他殖性の程度、自家不和合性の有無、近縁野生種との交雑性及

びアポミクシスを生ずる特性を有する場合はその程度 

トウモロコシは雌雄同株植物の一年生作物で、主として風媒によって受

粉する作物であり 95～99%は他家受粉によって作られた種子により繁殖

するが、自家不和合性は知られておらず、自家受粉も可能である（千藤, 

2001; OECD, 2003）。 

トウモロコシと交雑可能なのは、同じ Z. mays 種に含まれトウモロコシ

の近縁野生種である一年生のテオシント(Z. mays subsp. mexicana)及び

Tripsacum 属である。トウモロコシとテオシントは近接している場合に自

由に交雑するが、Tripsacum 属との交雑は非常に稀である（OECD, 2003）。

テオシントはメキシコからグアテマラにかけて分布しており、Tripsacum

属の分布地域は北アメリカ東部、南部から南米となっている（山田, 2001b; 

OECD,2003）。 

なお、我が国におけるトウモロコシと交雑可能なテオシント及び

Tripsacum 属の野生種の自生について報告はない。また、受精を伴わない

繁殖能力を有する種子の生産（アポミクシス）についての報告はない。 

 

④ 花粉の生産量、稔性、形状、媒介方法、飛散距離及び寿命 

トウモロコシは雌雄異花序で、雌花は葉腋について 1～3 本の雌穂を形

成し、雄穂は茎の先端につく（柿本ら, 2001; OECD, 2003）。雄穂は抽出

すると 3～5 日で開花し、開花始めから終わりまでの期間は盛夏で一般に 8
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～9 日である（中村, 2001b）。一方、雌穂の絹糸抽出は雄穂開花のおよそ

1 日後に始まり、抽出始めから抽出揃いまでの期間は 5～6 日である（中村, 

2001b）。一本の雄穂には 1,200～2,000 個の小穂があり、一雄穂当たりの

花粉の生産量は、約 1,800 万粒とされている（OECD, 2003）。 

花粉の稔性は花粉の充実度を観察することで推定できる（西尾, 2002）。 

花粉の形状は球形で、直径は 90～120 µm 程度である（中村, 2001）。 

受粉は主に風媒によって行われ、ほとんどの場合は他家受粉である（戸

澤, 2005）。他品種、系統の花粉の混入を防ぐための隔離距離は、林、高層

建築物等の障害物の有無等により異なるものの、200～400 m とされてい

る（千藤, 2001）。 

我が国のトウモロコシほ場周辺においてヒマワリ（Helianthus annuus）

及びイヌホオズキ（Solanum nigrum）の葉上におけるトウモロコシの花

粉の堆積密度を調査した研究では、ほ場の縁（0 m）での最大花粉堆積密度

はヒマワリの葉で 81.7 粒/cm2、イヌホオズキの葉では 71.1 粒/cm2であっ

た（Shirai and Takahashi, 2005）。また、ほ場から 5 m 離れた場合の最

大堆積密度は、ヒマワリの葉で 19.6 粒/cm2、イヌホオズキの葉では 22.2

粒/cm2、ほ場から 10 m 離れた場合はヒマワリの葉で 10 粒/cm2以内であ

った（Shirai and Takahashi, 2005）。 

また、北米 7 か所のトウモロコシほ場周辺において延べ 1,700 本以上の

トウワタ (Asclepias syriaca) を用いて花粉堆積密度を調査した結果、ト

ウモロコシ畑から 1 m、2 m、4～5 m 離れるにつれて、花粉の平均堆積密

度は 35.4 粒/cm2、14.2 粒/cm2、8.1 粒/cm2へと減少していくことが明ら

かとなっている（Pleasants et al., 2001）。 

花粉の寿命は通常 10～30 分であるが、好適条件下ではさらに長い

（CFIA, 2012）。平均的な花粉は大気中に飛散した 2 時間後にはその発芽

能力を 100 %失うという報告もある（Luna et al., 2001）。 

 

ホ 病原性 

 

－ 

 

ヘ 有害物質の産生性 

トウモロコシにおいて、自然条件下で周囲の野生動植物等の生育又は生息

に影響を及ぼす有害物質の産生は報告されていない。 

 

ト その他の情報 

我が国において、運搬時等にこぼれ落ちたトウモロコシがほ場以外で生育

していた事例としては、2013 年に熊本県内の港湾周辺で 1 個体、2015 年に
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鹿児島県内の港湾周辺で 1 個体の計 2 個体が報告されている（農林水産省, 

2014; 農林水産省, 2017）。 
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